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国際交流のひろば 

上越教育大学         第２０６号 ２０１９年４月 

 ４月１２日(金)１２時から人１０４において、４月入

学の留学生を対象としたオリエンテーションを実施しま

した。 

 最初に林国際交流推進センター長の挨拶があり、 

「４つの留学生支援方針」「留学生履修プログラム」

「修学・生活上の諸手続き」「宿舎入居の注意」「研究

不正について」など押木留学生支援専門部会長や担当課

職員から説明がありました。 

 新入生１０名は熱心に耳を傾けていました。 

 上越地域在住の外国人につながる児童生徒を対象に、

地域の教育委員会と(公社)上越国際交流協会と連携し

て、修学支援事業を実施しており、毎週月曜・火曜の 

放課後、本学学生と留学生が学習支援を行っています。 

 今年度は、４月１１日(木)、１５日(月)１２時から、

平成３０年度報告と平成３１年度活動説明、メンバー登

録会を行いました。 

 今年度支援する児童生徒は１９名で、本学学生登録者

数は３９名です。(４月現在) 

 メンバー登録は年間を通して随時行っています。 

平成30年度海外フィールド･スタディ報告会 

 海外フィールド･スタディは大学院の授業科目として

行っているもので、平成３０年度は現地研修として 

２月１６日～３月１８日の１か月間、オーストラリア

のウェストミンスタースクールで授業参観や授業実践

を行い、ホームステイを体験し、シドニーで文化研修

をしました。 

 ４月１８日(木)１２時１０分から人１０１におい

て、学生２名による報告会を行いました。田中良篤さ

ん(Ｍ２、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ)は「新たな視点から日本の教育を捉

えることができました。この経験を契機として、海外

の様々な国で教える働き方をしていきたいと考えまし

た。」と感想を話していました。 

外国につながる子供たちへの修学支援事業説明会 

大沼賢治さん(Ｍ２、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ)の報告 

留学生オリエンテーション 
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よろしくお願いします！ 

 ４月に入学した留学生は中国８名、台湾１名、 

モンゴル１名の１０名です。これにより、本学で 

学ぶ留学生の数は博士課程を含めると３３名となり

ました。 

 エンヘバトさんに自己紹介をお願いしました。 

 ５月２９日(水)１２時から図書館情報交流ゾーンにお

いて、中国語教室が始まりました。 

 中国出身の留学生が講師となり、学生、教職員１１名

が参加し、学校で児童生徒を迎えた時にも使える簡単な

表現や発音などを学んでいます。 

 参加目的は「勤務していた学校に中国や台湾籍の生徒

が増えてきたのでコミュニケーションを図りたい」「昨

年参加して楽しかったから」「中国語に興味があるか

ら」「話せるようになりたい」など様々です。 

 この語学教室は全７回行う予定です。 

 ５月２７日(月)１２時から第２食堂において懇談会を実

施し、学長、理事、国際交流推進センター長、留学生支援

専門部会長、留学生指導教員と留学生の計１８名が出席し

ました。留学生の自己紹介に続き、学長からの歓迎と励ま

しの言葉があり、昼食をとりながら、上越での留学生活の

様子や出身国の話、本学での勉強の感想など和やかに懇談

が行われました。 

学長と４月入学留学生との懇談会 

上越教育大学     第２０７号 ２０１９年５月 

語学教室が始まりました 

                  教員研修留学生 エンヘトゥル・エンヘバト（モンゴル） 

 初めまして。私はモンゴルから来ました。踊ったり、うたったりするのがあまり好きではありませ

ん。でも映画を見るのが大好きです。色々な国の色々な映画を沢山見ます。しかしスポーツが下手で

すからスポーツについてのものは全然面白くないと思います。今年の１１月、私は２９歳になりま

す。沢山のことを考えていますが、今は始まる時間を待っています。去年の９月に日本に来てから、

色々な人に会いました。日本人は本当に親切で優しいですね。ですから、将来についてよく考えなけ

ればなりません。１年間どうぞよろしくお願いします。  
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留学生等の交通安全教室 

台湾・国立嘉義大学から短期留学生の受入れ 

国際交流のひろば 

上越教育大学     第２０８号 ２０１９年６月 

 

 台湾の国立嘉義大学の学部２年生、３年生の５名が短期留学生として来訪しました。 

 受入期間は、学生は６月２１日（金）～７月２４日（水）、引率者は６月２８日（金）～７月２０

日（土）です。 

 この期間は、本学の授業の見学、附属小中学校の参観、市内見学等を実施する予定です。 

  

 陳奕安さんから自己紹介をいただきました。 

 （写真左から２番目） 

本学協定校の韓国教員大学校から訪問団が来訪します。 

 

    来訪日程：７月２日（火）～７月５日（金） 

    来 訪 者：学生９名、引率者１名 

    活動内容：本学での授業見学、学生交流、文化体験、附属中学校での授業実践 

         上越地域見学 等 

 ６月２８日（金）１２時から人１０１において実施

し、留学生、チューター等が出席しました。 

 今年度第１回目の交通安全教室では、自転車の交通

ルールや道路での乗り方などについて学びました。 

 押木留学生支援専門部会長から実際に起こった事故

の様子や気を付けるべき点などについてお話があり、

留学生は真剣な様子で聞いていました。 

 １０月には上越警察署員をお招きし、秋の交通安全

教室を実施する予定です。 

お知らせ 

こんにちは。私は陳です。嘉義大学の２年生です。 

私の一番得意な科目は英語です。日本語も大好きで

す。私が持っている資格はＴＯＥＩＣレベルＡと日

本語能力試験Ｎ３です。私の趣味は音楽を聴くこと

と映画を見ることです。運動も大事ですから、毎日

５キロ走ります。 
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七夕茶会 

上越教育大学       第２０９号 ２０１９年７月 

夏休みの宿題教室 

 ７月３日(水)１２時から人１０４において､私費外国

人留学生を対象とした各種奨学金説明会を行いました。 

 学業・人物ともに優秀であり、経済的援助を必要とす

る留学生に対し、修学を支援することを目的とした

「ロータリー米山記念奨学金」「平和中島財団奨学金」

「JEES日本語教育普及奨学金（日能）」等の募集や詳細

について近藤留学生支援専門部会委員から、応募方法に

ついて国際交流チーム主査から説明しました。  

 ７月２９日(月)１６時２０分から本学において、夏休

みの宿題教室を開催しました。この宿題教室は、上越地

域在住の外国につながる子どもたちを対象に学習支援を

行うものです。外国人留学生及び日本人学生が支援者と

して参加し、児童生徒１８名が持参した夏休みの宿題の

中で、一人では取り組むことが難しい部分を中心にサ

ポートしました。 

奨学金説明会 

 ７月８日（月）１９時から大学会館第２集会室において本学茶道ク

ラブの七夕茶会に留学生が招待されました。  

 参加した胡熙さん（中国）は「お茶は少し苦くて、お菓子は甘くて

おいしかったです。茶道の作法やマナーは素晴らしいと思います。皆

さんが一生懸命準備してくれて、本当にありがとうございました。」

と感想を話しました。  

2019年度韓国教員大学校短期留学プログラム(受入れ) 

 ７月２日(火)～７月５日(金)、本学交流協定校の

韓国教員大学校から学生９名と引率者１名を受け入

れました。このプログラムは、学生の国際理解・異

文化理解の深化を図り、韓国教員大学校との交流推

進を目的に実施しており、受入れと派遣を１年ごと

に行う相互交流です。滞在中は、本学での授業見学

や日本文化体験、学生交流、附属中学校での授業実

践、市内見学等を行いました。（写真：閉講式） 

国際交流のひろば 
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上越教育大学       第２１０号 ２０１９年８月 

留学生の日本文化・歴史体験及び地域交流に関する研修  

国際交流のひろば 

 ８月９日（金）上越市安塚区等において研修を行い、雪のまちみらい館、和田の雪室、ふれあい昆

虫館、雪だるま物産館、前島密記念館、岩の原葡萄園を見学しました。 

 この研修は、留学生に日本文化・歴史体験及び地域との交流、また日本人学生との交流の機会を 

提供することを目的に毎年行っています。張鈺さんに感想文を寄せてもらいました。 

       大学院２年 張 鈺（中国） 

この研修でたくさんの場所を見学した。ま

ず、雪のまちみらい館に行って、そこの解説員

に雪室の仕組みを説明してもらった。そして雪

室を見学して、雪室は天然の冷蔵庫であり、た

くさんの食品を貯蔵することができることがわ

かった。夏の今、冬に降った雪を見て不思議に

思った。このような資源のリサイクルは本当に

環境にやさしい。昼食は留学生と先生方と話を

しながらそばを食べた。午後、前島記念館を訪

れ、日本近代郵便の父である前島密の生涯の事

績を知った。最後に、岩の原葡萄園に行って、

そこのスタッフさんが葡萄園とワインの石蔵を

案内してくれた。 

今回の活動によって、見聞を広めただけでな

く、留学生間の友情も深めた。暑い天気でした

が、一日はとても楽しかった。このような機会

に感謝します。 

石
蔵
の
中
は
涼
し
い
ね
！ 

暑
い
け
ど
、
楽
し
か
っ
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短期外国人留学生成果発表会 

 ８月２７日（火）１３時から人１１３において、

平成３０年１０月～令和元年９月までの期間、本学

協定校から交換留学生として学んでいる６名及び 

日本語・日本文化研修留学生１名が、１年間の日本

での留学生活と本学での学習成果について発表しま

した。発表後、国立嘉義大学からの留学生、謝承志

さん(台湾)は「この１年間はいろいろな辛いことも

楽しいこともありましたが、最後に皆で一緒に発表

できて良かった。上教大の先生や先輩に感謝してい

ます。」と感想を話しました。 
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短期留学生修了証書授与式 

ウェストミンスター・スクール訪問団の受入れ 

                       日本語・日本文化研修留学生 李暁雪（中国） 

 光陰矢のごとし、あっというまに一年がすぎてしまった。上越の独特な四季を体感した。特に冬は

本当に名残惜しいと思った。雪がふわふわと舞い散る姿は今も目の前にあるようだ。本当に綺麗だっ

た。雪の厚さは車をほぼ埋めるが、スキーができる。雪国で初めてのスキー体験をした。ケーブル

カーに乗って、絵に描いたような雪山を眺めた。私は雪化粧をした大地と蒼く澄んだ空の間でケーブ

ルカーに揺られながら美しい景色を享受した。スキー初日は何度も転んで、ようやく滑れるように

なった。高いところから滑ると、飛んでいるような感じがして、ワクワクした。上越の冬が大好き

だ！また、着物や桜、花火など様々な日本文化を体感し、金沢や京都、大阪、奈良など旅行に行っ

た。最高だった。もちろん日本語のレベルは日本に来るまえより高くなると感じた。しかし、まだ頑

張って続けたいと思う。この一年間はドラマみたいというか、物語みたいというか、とにかく喜怒哀

楽があるからこそ、人生で一番大切な思い出だと思っている。多くの出会えた人にも心から感謝して

いる。これから上越教育大学の大学院を目指して、頑張っていきたいと決心した。上越、また！ 

 ９月６日（金）１５時から学長室にて短期外国人留学生

修了証書授与式を執り行いました。 

 昨年１０月から特別聴講学生として留学した中国協定校

からの４名、台湾協定校からの２名、日本語・日本文化研

修留学生１名に修了証書が授与されました。 

国際交流のひろば 
上越教育大学         第２１１号 ２０１９年９月 

 ９月２５日（水）～２８日（土）、本学協定校である

オーストラリアのウェストミンスター・スクールから児

童生徒と引率者２９名が附属小学校及び本学を来訪しま

した。 

 同スクールとは、２年に１度の相互交流を行っていま

す。今回の主な活動は次のとおりです。 

９／２５(水)上越に到着 

９／２６(木)附属小学校で交流プログラム 

      買い物 

      引率者との交流会 

９／２７(金)歓迎式 

      本学学生との日本文化体験 

      上越市内見学（春日山、平和記念公園） 

９／２８(土)高田公園見学 

      上越を出発 

附
属
小
学
校
で
の
交
流 

平
和
記
念
公
園
を
見
学 
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新入生オリエンテーション 

 １０月１０日（木）１２時から人１０４において、 

１０月入学の留学生を対象にしたオリエンテーションを

実施しました。「４つの留学生支援方針」「履修プログ

ラム」「チューター制度」「修学・生活上の諸手続き」

「宿舎入居の注意」「論文・レポート作成時の注意」等

について押木留学生支援専門部会長、担当課職員から説

明がありました。 

よろしくお願いします！ 

 １０月に入学した留学生は中国７名、台湾２名、トル

コ１名、ブラジル１名の１１名です。これにより、本学

で学ぶ留学生の数は、博士課程を含めると３７名となり

ました。スィメライさんに自己紹介をお願いしま

 １０月２３日（水）１６時から大会議室において、 

交通安全教室を実施し、留学生、日本人学生、教職員等 

３２名が出席しました。 

 近藤留学生支援専門部会委員の進行で、上越警察署 

交通課職員による自転車を中心とした交通安全指導や 

法律やルールをよく守って良い留学生活を送ることなど

についてのお話しがありました。 

 参加者は真剣に耳を傾けていました。 

国際交流のひろば 
上越教育大学            第２１２号 ２０１９年１０月 

           日本語・日本文化研修留学生 トルナイ・ネスィベ・スィメライ（トルコ） 

 皆さんはじめまして!私はチャナッカレ・オンセキズ・マルト大学の４年生で、日本語教育を勉強

しています。出身はトルコのエディルネという街です。オスマン帝国の昔の首都だったため、歴史的

なところがたくさんあります。私はファッションやメイク、アニメなどに興味があります。また日本

の音楽がとても好きです。だいたい歌い手やロックの方を聞いています。日本にいるうちに是非ライ

ブにも行ってみたいと思います！同じ興味を持っている人、あるいは他の国の文化に興味がある人と

話すのが好きですから、お互い交流できて、友達になれると嬉しいと思います！この一年間ただ日本

語の能力を上達するだけではなく、日本語を通じて人間としてのコミュニケーションでも良くなりた

いと思います！よろしくお願いします! 

留学生等交通安全教室 



上越教育大学         第２１３号 ２０１９年１１，１２月 

 １１月１４日(木)１０時３０分から中会議室におい

て、本学と上越国際交流協会との連携連絡会を開催し、

今年度の事業実施状況について報告し、また連携事業等

について意見交換を行いました。 

 この連携連絡会はこれまで培ってきた連携・協力の実

績を基盤に、より一層の連携協力を図るため２０１０年

に設置されたものです。 

 上越国際交流協会からは清水理事長、河西副理事長、

佐藤事務局長の３名、本学からは学長、梅野理事、林国

際交流推進センター長、周東協定校交流推進専門部会長

が出席しました。 

国際交流のひろば 

上越国際交流協会との連携連絡会 

 １２月４日(水)１８時から人１１３において、留

学生が語る・留学生と語る会を開催し、市民、学

生、教職員など３９名が参加しました。 

 今回は『私が上越(ここ)で学ぶ理由 －上越での 

暮らしの様子と母国の紹介を含めて－』をテーマ

に、マレーシア、中国、モンゴルからの留学生が語

り、参加者と留学生の意見交流が行われました。 

 参加者からは「留学生から直接お話を聞く機会は

貴重でした」「留学生の一生懸命さに感動しまし

た」「参加していた留学生の皆さんの意見が参考に

なりました」などの感想がありました。 

 １２月１１日(水)１６時３０分から人１１３に 

おいて、外国人留学生との意見交換会を実施し、 

留学生、チューター、教職員など４０名が出席しま

した。留学生支援専門部会の近藤部会委員が司会進

行し、林国際交流推進センター長の挨拶に続き、 

小グループごとに意見交換を行いました。 

 留学生からは「上教大は親切だ」「授業は難し

く、緊張する」「もっと日本人学生と交流したい」

「上越の交通は不便だ」などの意見がありました。 

 この会で得た意見は、今後の留学生支援につなげ

ていきます。 

留学生が語る／留学生と語る会 

外国人留学生との意見交換会 
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 １２月２３日(月)、２６日(木)、「冬休みの宿題教室」を実施しました。これは上越地域在住の 

外国にルーツをもつ児童生徒を対象に冬休みの宿題の学習支援をするもので、留学生及び日本人学生

２６名が支援者として参加しました。子どもたち２１名が持参した冬休みの宿題の中で、一人では取

り組むことが難しい部分を中心に学習支援を行いました。また休憩時間は他のテーブルの子ども同士

でゲームや腕相撲をするなど交流を深めました。  

                                   研究生 劉 玥（中国） 

 こんにちは。今年の１０月に中国の安徽省馬鞍山市から来ました。初めて日本に来て、この２か月

間、やさしい日本人と友達になって、役に立つ授業を受けて、本場の日本料理をいろいろ食べて、 

本当に楽しかったです。特に指導教員の田島先生は私の日本語を正しく直してくださり、普段の生活

も心配してくださり、不安がだんだんなくなりました。先生方や親切な人々に、何とお礼を申し上げ

ればよいかと思います。 

 来年４月に大学院生になりたいので、現在、後期試験のために毎日一生懸命に勉強しています。 

将来は日本で勉強した知識を活用して、日本語の教師になりたいです。 

 日本はとてもきれいな国だと知っているので、旅行に行きたい所もたくさんあります。東京の富士

山に登りたい、京都に紅葉を見に行きたい、大阪にお好み焼きを食べに行きたい、沖縄に島唄を聞き

に行きたいです。機会があれば、日本の各地の美しさを実感したいと思っています。 

 １２月１９日（木）１２時から第二食堂において、

１０月入学の留学生を対象とした学長との懇談会を実

施しました。 

 学長、理事、留学生指導教員、国際交流推進セン

ター委員と留学生が出席しました。押木留学生支援専

門部会長の進行で、留学生の自己紹介、学長からの歓

迎と励ましの言葉があり、昼食をとりながら日本での

留学生活の様子や出身国の話、本学での勉強の感想な

ど和やかに懇談が行われました。 

 劉玥さんに留学の感想文を寄せてもらいました。 

学長と１０月入学留学生との懇談会 

外国につながる子どもたちへの修学支援事業 

「冬休みの宿題教室」 



国 際 交 流 の ひ ろ ば 

上越教育大学                  第２１４号 ２０２０年１，２月 

「海外との研究交流事業」の取り組み紹介 

 ２０１９年１１月５日から１４日の期間、ドイツのフランクフルト（ヘッセン州）とコトブス（ブ

ランデンブルク州）を訪問してきました。フランクフルトでは、地元のフランクフルト放送交響楽団

が小学校の演奏訪問を行っていた時期で、郊外にあるバード・ヘルスフェルドという町の学校での演

奏会の様子を参観しました。コトブスではブランデンブルク工科大学（ＢＴＵ）のシュレーダー教授

（声楽）を訪問し、本学との交流協定締結に向けた交渉と音楽の教員養成を行っている授業の様子を

参観しました。また、日本音楽の特徴について小中学校で扱われている教科書教材をもとに講演を

行ってきました。 

 コトブスはポーランドとの国境近くにある人口１０万人程度の都市ですが、日本語を選択科目に採

用している中等教育学校（ギムナジウム）があることもあり、日本の文化に興味・関心のある大学生

もいました。本学にとってもグローバルな人材を育てられる教員の養成につなげられれば、と強く思

いました。 

 本学の国際戦略及び国際交流に係る基本方針に基づき、海外の大学等との研究交流を推進するた

め、「海外との研究交流事業」を行っています。今年度は１件の事業が採択されました。 

 ドイツの音楽科の教員養成における演奏技能の向上と指導方法（教授法）、日本の音楽教育におけ

る伝統音楽の特徴と楽器について、ドイツで研究交流を行った音楽コースの尾﨑祐司准教授の報告で

す。  
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日本の文化に興味のある学生に 

鼓の打ち方を指導しました 
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令和元年度留学生スキーのつどい 

 ２月２０日（木）２１日（金）上越市安塚区のキューピットバレイスキー場において、留学生ス

キーのつどいを実施しました。スキー発祥の地である上越の地域性を生かし、留学生がスキーを体験

するとともに、スキー実習を通して、留学生相互及び学生、教職員との親睦を図ることを目的として

実施しています。初めてスキーを体験した周楓さん(中国)から感想文を寄せてもらいました。 

          大学院１年 周 楓（中国） 

今回、スキーのつどいで、キューピットバレイス

キー場に行って、初めてスキーをした。私の出身は

中国の南方ですから、冬になっても、雪を見る機会

が少ないです。 

１日目、着いた後すぐに外に集合し開講式が行わ

れた。初心者のグループとして、馬さんと一緒に

なった。初めて履くブーツは雪の上を歩くのが大変

だった。そしてスキー板の履き方を教わり、片足だ

けで滑る練習や両足に板をつけて坂を登ったり、

滑って止まる練習をした。板を持って斜面を登り、

その途中でスキー板を履いて練習や転ぶ練習をし

た。午後は初めてリフトに乗った。乗り降りがしっ

かりできるか不安だったが意外とすんなりできた。

そして斜面を滑った。しっかりと止まったり、曲が

るのが難しく何度か転んでしまった。 

２日目、午前中には３人乗りのリフトに乗って、

それまでより高い場所から滑った。リフトを降りた

所から下を見ると急だったので、滑ることができな

い。昨日と同じように何度か転んでしまった。午後

になったら、馬さんは膝が痛いので休んだ。私と先

生は一緒にリフトに乗って滑った。一番最後はそれ

までよりも急な斜面を滑った。やっとできた！すご

く楽しかった！そして閉講式が行われ、スキーのつ

どいは終わった。 

また来年も楽しみにしています。 

令和元年度留学生成果発表会 

 ２月１８日（火）１３時３０分から人１１３におい

て、令和元年度留学生成果発表会を開催しました。 

 発表者は３月修了予定のエンヘトゥル・エンヘバト

さん（モンゴル、学習臨床・授業研究、教員研修留学

生）と邱子庭さん（台湾、国語、Ｍ２）です。 

 ２名の留学生は、それぞれ日本での留学生活の感想

や本学での研究成果の発表と修士論文を書くことにつ

いて後輩へのアドバイスについて話しました。 

リフトに乗って山の上まで行くことができました。  

インストラクターに続いて滑っていきます。  

天気も雪も最高のコンディションでした 



国際交流のひろば 

 上越教育大学           第２１５号 ２０２０年３月 

令和元年度教員研修留学生修了証書授与式 

 ３月１３日（金）１５時から、昨年４月から教員研修留学生として留学したエンヘトゥル・エンヘ

バトさん（モンゴル）に修了証書が授与されました。 

 エンヘバトさんさんから、本学での１年間の留学生活の感想文を寄せてもらいました。 
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修了留学生への記念品贈呈式 

 ３月１３日（金）１５時１５分から、３月に修了する大学院の留学生に対し、学長から記念品が贈

呈されました。王娟さん（中国）から、本学での留学生活の感想文を寄せてもらいました。 

                 教員研修留学生 エンヘトゥル・エンヘバト（モンゴル）   

 こんにちは。２０１８年の秋に日本に来ました。初めの半年は新潟大学で日本語を勉強しました。

そのあと、去年の３月末に上越教育大学にきました。上越市は静かな町です。どこへ行くにも自転車

や車がないと難しいです。普通より違うと思ったものは親切

な人たちでした。朝早く散歩をする時、知らない人も挨拶し

ます。私はスポーツや歌ったり、踊ったりすることは、あま

り好きではないので、誰かと友達をなるのは少なかったで

す。私が日本で学ぶ目的はいろいろでした。例えば、どうし

て、どうやって、日本人が世界で一番有名で良い人になった

んでしょうか。それは６０年前の日本人から始まり、今も続

いていると思います。最後に、１年間いろいろ教えて、手

伝ってくれた皆さん、本当にありがとうございました。モン

ゴルへ戻ったら、日本で学んでことを考えながら働きます。 

                             大学院２年 王 娟（中国） 

私は大学から日本語を勉強し始め、その時からずっと日本と日本の文化に憧れていました。日本語

を専攻した私は、日本語がもっと上手になりたいので、大学を卒業してから１年半後に留学すること

を考えました。留学するために、様々な困難があったが、恩師や家族、友達の力のおかげで無事に日

本に来ることができました。上越に留学出来てとても幸せでした。一人での初めての日本は、心配な

ことばかりでしたが、皆さんのおかげで、短い時間で新し

い環境になじむことができました。授業で新しい知識を勉

強し、学業は順調に進みました。 

あっという間に、３年の歳月が流れました。ここで出会

えた人々、そういう人たちから受けた温かい心遣い、上越

での思い出を大切に思います。「物」としては残らなくて

も、私の頭や心に、感謝の気持ちとともにつまっていま

す。私の人生のかけがえのない経験でした。上教大、本当

にありがとうございました。 


